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時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

　慶應義塾大学を卒業し、陸上自衛隊に入隊（現在１陸佐）。職種

はシステム通信科。防衛大学校総合安全保障研究科を修了し、博士

号（安全保障学）を取得。

　研究対象は「新領域と新興技術が軍事作戦に及ぼす影響」。

　主な訳書：デルモンテ『ＡＩ・兵器・戦争の未来』（東洋経済新報社）、

デーヴィス『陰の戦争――アメリカ・ロシア・中国のサイバー戦略』

（中央公論新社）、ジャスパー『ロシア・サイバー侵略――その傾向と

対策』（作品社）、ジョンソン『ヒトは軍用ＡＩを使いこなせるか――

新たな米中覇権戦争』（並木書房）、サレンダー『検証 空母戦――日米

英海軍の空母運用構想の発展と戦闘記録』（中央公論新社）、ヘルバー

グ『サイバー覇権戦争――ソフトとハード、二つの戦線』（作品社）。

　

今

年

に

入

り

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

東

部

で

の

ロ

シ

ア

地

上

部

隊

の

攻

勢

が

停

滞

し

て

い

る

。

そ

の

要

因

の

一

つ

が

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

軍

に

よ

る

短

距

離

、

中

距

離

、

長

距

離

の

３

層

を

一

体

化

し

た

ド

ロ

ー

ン

運

用

だ

。

中

距

離

攻

撃

　

（

前

線

か

ら

�

～

２

０

０

㎞

）

　

昨

年

末

以

来

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

軍

は

国

産

の

《

Ｆ

Ｐ

―

２

》

《

Ｄ

ａ

ｒ

ｔ

》

、

米

国

製

の

《

Ｈ

ｏ

ｒ

ｎ

ｅ

ｔ

》

と

い

っ

た

中

距

離

ド

ロ

ー

ン

に

よ

る

中

距

離

攻

撃

（

ミ

ド

ル

・

ス

ト

ラ

イ

ク

）

を

実

施

し

て

い

る

。

　

主

な

攻

撃

目

標

は

前

線

か

ら

�

～

２

０

０

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

後

方

に

あ

る

ロ

シ

ア

軍

の

防

空

シ

ス

テ

ム

や

電

子

戦

装

備

、

兵

站

基

地

、

補

給

ル

ー

ト

だ

。

２

０

２

６

年

５

月

か

ら

は

「

ロ

ジ

ス

テ

ィ

ッ

ク

ス

・

ロ

ッ

ク

ア

ウ

ト

（

兵

站

遮

断

）

」

作

戦

と

公

式

に

呼

ば

れ

て

い

る

。

　

こ

の

攻

撃

に

よ

り

ロ

シ

ア

の

前

線

部

隊

へ

の

補

給

が

滞

る

だ

け

で

な

く

、

ロ

シ

ア

側

は

後

方

の

補

給

拠

点

を

守

る

た

め

に

防

空

・

電

子

戦

装

備

を

前

線

か

ら

後

方

へ

と

引

き

揚

げ

ざ

る

を

得

な

く

な

っ

て

い

る

。

そ

れ

に

対

し

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

側

は

中

距

離

地

帯

に

展

開

す

る

ロ

シ

ア

の

防

空

網

を

手

薄

に

す

る

こ

と

で

、

長

距

離

ド

ロ

ー

ン

が

安

全

に

通

過

で

き

る

「

空

中

回

廊

」

を

切

り

開

い

て

い

る

。

長

距

離

攻

撃

　

（

国

境

か

ら

２

０

０

～

１

０

０

０

㎞

以

上

）

　

ロ

シ

ア

領

内

に

対

す

る

長

距

離

ド

ロ

ー

ン

攻

撃

は

、

昨

年

ま

で

は

比

較

的

小

規

模

か

つ

散

発

的

に

行

わ

れ

て

い

た

。

し

か

し

今

で

は

《

Ｌ

ｉ

ｕ

ｔ

ｙ

ｉ

》

や

《

Ｆ

Ｐ

―

１

》

な

ど

の

固

定

翼

タ

イ

プ

の

長

距

離

ド

ロ

ー

ン

が

数

百

機

単

位

の

編

隊

で

、

連

日

の

よ

う

に

ロ

シ

ア

本

土

の

石

油

精

製

施

設

な

ど

を

襲

撃

し

て

い

る

。

　

そ

れ

を

可

能

に

し

て

い

る

の

が

Ａ

Ｉ

（

人

工

知

能

）

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

「

プ

リ

ズ

マ

（

Ｐ

Ｒ

Ｉ

Ｓ

Ｍ

Ａ

）

」

だ

。

　

こ

の

シ

ス

テ

ム

は

、

衛

星

画

像

、

ド

ロ

ー

ン

映

像

、

防

空

レ

ー

ダ

ー

の

電

波

パ

タ

ー

ン

、

過

去

の

友

軍

機

の

撃

墜

地

点

な

ど

膨

大

な

デ

ー

タ

を

一

元

的

に

解

析

し

、

ロ

シ

ア

軍

の

防

空

網

の

隙

間

（

レ

ー

ダ

ー

の

死

角

）

を

リ

ア

ル

タ

イ

ム

で

表

示

す

る

。

　

こ

れ

に

よ

り

最

も

生

還

率

・

到

達

率

の

高

い

ル

ー

ト

を

算

出

し

、

同

時

多

角

的

な

攻

撃

プ

ラ

ン

が

自

動

生

成

さ

れ

る

。

　

Ｇ

Ｎ

Ｓ

Ｓ

衛

星

（

全

球

測

位

衛

星

シ

ス

テ

ム

）

か

ら

の

位

置

情

報

を

受

信

で

き

な

い

環

境

で

も

、

地

表

の

画

像

デ

ー

タ

と

事

前

に

メ

モ

リ

に

読

み

込

ん

で

お

い

た

地

図

デ

ー

タ

を

照

合

し

な

が

ら

推

定

飛

行

で

き

る

自

律

航

法

シ

ス

テ

ム

も

ド

ロ

ー

ン

編

隊

の

運

用

を

支

え

て

い

る

。

　

こ

う

し

た

技

術

が

本

土

に

配

備

さ

れ

た

ロ

シ

ア

軍

の

電

子

戦

や

防

空

能

力

か

ら

の

被

害

を

局

限

し

、

ド

ロ

ー

ン

攻

撃

の

命

中

精

度

を

高

め

て

い

る

。

一

説

で

は

ロ

シ

ア

側

が

３

～

５

％

で

あ

る

の

に

対

し

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

側

は

�

～

�

％

の

命

中

率

だ

と

い

う

。

短

距

離

攻

撃

　

（

前

線

か

ら

�

㎞

）

　

上

述

し

た

中

・

長

距

離

攻

撃

の

基

盤

技

術

は

短

距

離

ド

ロ

ー

ン

の

戦

闘

に

よ

り

培

わ

れ

て

き

た

。

と

り

わ

け

戦

争

初

期

に

苦

し

め

ら

れ

た

ロ

シ

ア

軍

の

強

力

な

電

波

妨

害

を

克

服

す

る

た

め

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

軍

は

マ

シ

ン

ヴ

ィ

ジ

ョ

ン

を

搭

載

し

た

エ

ッ

ジ

Ａ

Ｉ

ド

ロ

ー

ン

を

開

発

し

、

目

標

に

至

る

終

末

段

階

で

の

自

律

誘

導

攻

撃

を

実

現

し

て

い

る

（

命

中

率

が

平

均

�

～

�

％

か

ら

約

�

％

へ

と

向

上

）

。

　

ま

た

ス

タ

ー

リ

ン

ク

や

Ｌ

Ｔ

Ｅ

回

線

を

利

用

し

た

デ

ー

タ

リ

ン

ク

に

よ

る

自

律

航

法

技

術

も

ロ

シ

ア

の

電

波

妨

害

を

回

避

す

る

技

術

と

し

て

実

用

化

さ

れ

、

最

近

の

中

・

長

距

離

攻

撃

の

成

功

を

支

え

て

い

る

。

３

層

一

体

化

の

相

乗

効

果

　

本

国

で

の

被

害

が

拡

大

し

、

ロ

シ

ア

側

は

い

が

や

上

に

も

作

戦

地

域

か

ら

貴

重

な

防

空

ア

セ

ッ

ト

や

電

子

戦

装

備

を

本

土

防

空

に

割

か

ざ

る

を

得

な

い

。

　

し

か

し

、

せ

っ

か

く

再

配

置

し

た

防

空

ア

セ

ッ

ト

も

「

プ

リ

ズ

マ

」

に

よ

る

自

律

管

制

誘

導

や

、

エ

ッ

ジ

Ａ

Ｉ

を

搭

載

し

た

ド

ロ

ー

ン

に

よ

る

終

末

誘

導

攻

撃

に

よ

り

、

そ

の

効

果

は

相

殺

さ

れ

て

い

る

よ

う

だ

。

ま

た

中

距

離

攻

撃

は

ロ

シ

ア

軍

後

方

地

域

の

防

空

網

に

風

穴

を

開

け

、

こ

れ

ま

で

小

型

ド

ロ

ー

ン

の

射

程

外

に

あ

っ

た

弾

薬

・

燃

料

貯

蔵

庫

、

補

給

車

列

を

攻

撃

す

る

こ

と

が

容

易

に

な

っ

て

い

る

。

　

こ

の

よ

う

に

前

線

の

戦

闘

部

隊

と

兵

站

施

設

と

の

「

距

離

を

広

げ

る

」

こ

と

で

、

ロ

シ

ア

地

上

軍

の

攻

撃

の

勢

い

を

削

い

で

い

る

。

　

こ

う

し

た

３

層

を

組

み

合

わ

せ

た

攻

撃

は

戦

域

を

つ

な

ぐ

統

合

的

な

ド

ロ

ー

ン

運

用

の

一

つ

の

到

達

点

で

あ

り

、

戦

術

・

作

戦

・

戦

略

の

各

レ

ベ

ル

で

相

乗

効

果

を

生

み

出

し

て

い

る

。


